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人叛が私整の仕事

司会        S A A委 員  宮 本  巌

点奎           会 長  足 立潤二郎

臼―タリーソング  r日 も鳳も呈も」

ソングサーダー 菊 池  枚

0  お 客様tg介        会 長  足 立潟三郎

東京新宿 RC    高 減  祐  様

東京武戚府中 RC  官 田 二 其 様

会員裕故   41名

出席義務者数  40ち (出席■性者 2名 )

出席者数   39名

欠席者数     1る (事前MUO)

出席卒 100%(40/40)

9/12最 終訂止出席卒 35 00%

欠 情 者 i 閃 岡 Lt二

補 塩 MU:1ヽ 批 青 員  9/25 東 京飛火野 RC

関同 俊 二  9/25 東 京多摩 RC

菊池  歓  9/26 理 事会

Jヒ判 =彦  9/28 理 事会

◎ ニ ヨニコBO X   親 建活動委員  津 守 弘 臨

宮田 二 人 定 しくお願い致 します。 (武蔵7■tt  R  C )

足立揮二郎 お 客様 ようこそ,

足立潤二郎 宮 田様 ようこそいらつしゃいました。

宮本  試  首 は思つて もみなかった通暦 とい うもの

になつて しまいま した,も うす ぐ中私 の

名月 良 い天気であ りますように。

【委員会報告】

1国 際■―タリーWCSプ ログラムェ )ア Aコ ーディ

ネーター答野多利雄様より要請のありましたニュー

ヨーク災告援助について クラブとして 1会員 l o o o

用の掌接金を送ることを承認 しました。これは決 し

てね制ではありません。
2藤 原正範会員の出席免珠申請更新が出てお りました

が 10/ 2 4 , 1 1 / 7  1 1 / 2 Sの lf l会出席することでネ

認 しました。
3来 日交換学生エ ミツー君 (フランス)の 強制送還承

認 しました.詳 細につきましては海野会員 (カウン

セラー)よ り説明をしていただきます.
それに伴いまして皆様からお預かりしました交換～
生受入費用 1人 全 20, 0 0 0円は全額返金されます。

425 8 0地 区のある 1ク ラブの不祥事についてガパナ
ー訪間中にいろいるとガパナー見解を求める質問が

ありますが、Rlの 理事会が 11/ 1に 開催予定なの

で そ れまではれとも答えられません.

◎ 会 務報告 会長  足 立周三郎

幹事  加 藤喜三郎

◎ 出 席報告

宮 本

出席委員会 小 域 章 員

誠 厄 介者がいな くなつて せ いせい してい

ます.海 野 さん 根 ホさん 杉 野 さん

幹事報告

今回は特にありません。

足立会長 お |じ話様でした。

仕ll 和 庫 吉 択さん、日島さん あ りがと,ご ざい

ました。

藤原 正 範 皆 さんお元気て したか ?皆 様に大変ご無

沙求をしてお りますので、おわびのしる

してす。

北村 幸 彦 今 ]は 長野からヽで3時 間半程かけて来

ました。天気 も真く草中の民色はすばら
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しかつたです。

博  10月 はみなさんに しくなります、
バ ツましょう。米山もお忘れなく !

弘範 急 に秋も深まつたようですね。

0 特 別事森乗員会 表員長  藤 本 音 文

小泉

津守

ノン
1 1 0月 10日 の今年度特別事業 「高齢期をいかに来

く生きるかJの 準備も順調に進んでおります。会場

は300名 入ります。会員お1人に3名以上の方の

お誘いを長非ともお願い致します。
日の合8f¥17, 000(票 計¥263 791)

◆ ニ ューヨークテロ災書援助募金

同 時 :

・uB所 |

1 0月 10日 (水)午 後 1時 ～5時

<集 合時間は午後 1時 >
パルテノン多摩 小 ホール

く集合培所は" ホヽール入リロ>

¥39,000

0 来 日吉少年交換学生エミリーの強制送還について

来日学生カウンセラー  海 野 業 一

エ ミリ~オ デ ントの来日から強制送遺にいたるまで

の経緯についてご説明致 します。

来 日にこる経過
エミリーの自宅に日本からの男子変換目学生、宮

田君が 9ケ 月間ホームスティじていたが、来 日の陳

同じ便で成田に到着。今回の応募は日本からの学生

に勧められて応募 し、選ばれて日本に来る事になり

ました。

来日した動機
rl―夕,一 の青少年交換留学生プログラムの主旨を

理解 して来日したというより、r,― タッ_の 制度

を一寸利用 して日本に行 くJと い うような動機。

個人的な慣応性、考え方

再二の指導をしても,― タツーのルールや制度を

理解 しようとしない。そればか りか富田家で楽 しく

過ごしたい等の個人的目的追求の為に、機会ある毎

に地区委員長などに示ス トファミリーを誹議、中傷

し回り、指導をしようとすれば突然逆上 し 目 的を

果たす為なら手段を選ばないとい う態度、考え方は

目に奈るものでした。

求況報告

日本結在 46日 間の内、富田君と会つていたのが

23日  富 口家に泊まつたのが 11お ありました。

そもそも青少年交換プログラムでは 4D(4ダ メ)

とい うルール、即ち、 ド リンク ド ライブ ド ラッ

グ,デイ トがあり こ のことを指導 しても馬耳東風、

開く耳もたぬとい う状況でした。

様々な指導に改善の意志はなく、目的の為ならホス

トファミツーやクラブの事は恨中にないとい うエミ

リーの態度は許されるものではありません。
この陳、断国として穀然たる態度で当クラブの姿勢

を示す必要があると考え、又、この先改善の見込も

ないと判断 したところから強制送還を決意するに至

りました。

◎ 記 念日祝

● 9月 精靖口な観

平野 行 療 椙 子 中 山

● 8月 に生F3祝

親瞳活動毒員会

中山 恒 武、海野 栄 一、遠藤

● 9月 躍生E3祝

平野 行 度、平野 椙 子、宮本

根本 泰 守、佐伯 和 廣、福島

誠、村上  入

達也、高野 慶 子

足立潤二郎0 点 釜

恒武 幸 江

会 長

秀子、小坂 勝 子

(今週の担当 :高木 t4~光)

みんなで特別事業を成功させましょう


